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Correlation be加 eenS. America and Africa (2002・2004)
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まとめ
．衛星データと気候モデル出力データの椙豆比駁俊庄は、現方のプロダクトの精度向上lことって
非常に有苅である．
・モデルで直視される笛要素は、総合的な侵鉦ほ必要であるものの、 物理的および生物生E蝉 的
に矛宿しない抱亘作用関係在構纂レている．よって、衛星プロダクトがモデル慎証用情報となる
一方で、モデルによる再現範貝についてち．衛星による閉経観測データから個別にそれぞれのア
ルゴリズムEより悶出される§要素データの、広境問絹亘積iIのだめの． 相対的基事情報と既り
f寄ると事えられる．
・今回目、南戸メリ力とアフリカの聞の降水量シーソー混象吾倒としてケ｝ススタディを行つ疋．
・CMAP降水量データとモデル降水畳の比駁、およびその様紐経県在踏まえたモデルプロダクト
による解析の結集、 南アメリカおよび？フリカ倍絹度鼠における、降水・変割、炭素収支変動‘
土自由水分変盟国、および池上気温変勘の簡の栂豆関係在見出すことができだ．
・今後ち、衛星プロダクトとモデルプロダクトの絹亘利用の可能性を実値していくととちに、そ
れらのプロダクトを総合的に利用レた地鼠シス子ム理解のためのシステ心構築在目指したい．
